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賛成

賛成

平
成
会

伊
東

　秀
浩 

議
員

民
主
ク
ラ
ブ

高
橋

　秀
樹
議
員

反
対
者
の
指
摘
に
つ
い

て
、
賛
成
の
立
場
で
見
解
を

述
べ
ま
す
。

①
繰
越
金
を
当
初
で
過
大

に
見
積
も
る
こ
と
は
、
健
全

な
財
政
運
営
上
、
避
け
る
べ

き
も
の
で
す
。

②
人
権
政
策
事
業
は
、
研

修
に
参
加
し
、
正
し
い
知
識

の
習
得
と
理
解
を
深
め
る
観

点
か
ら
、
人
権
教
育
・
啓
発

の
一
環
と
し
て
妥
当
な
も
の

と
考
え
ま
す
。

③
民
間
保
育
所
事
業
の
補

助
金
削
減
は
、
国
の
三
位
一

体
改
革
後
、
県
も
同
様
に
取

り
組
み
、
見
直
し
さ
れ
た
も

の
で
す
。
民
間
保
育
所
の
経

営
は
、
国
の
保
育
所
運
営
費

の
保
育
単
価
見
直
し
の
中
で

運
営
を
実
施
す
る
べ
き
も
の

で
す
。

④
給
食
調
理
業
務
委
託

は
、
既
に
６
園
で
適
正
に
実

施
さ
れ
て
お
り
、
職
員
の
定

員
適
正
化
計
画
と
併
せ
て
実

施
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え

ま
す
。

⑤
民
間
委
託
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
に

つ
い
て
は
、
途
中
退
職
や
病

気
休
暇
等
で
も
、
迅
速
な
後

任
の
配
置
に
よ
り
、
授
業
に

支
障
を
来
す
こ
と
が
な
い
。

①
市
税
徴
収
の
努
力
は
評

価
す
る
が
、
滞
納
繰
越
は
市

民
税
・
国
保
税
を
合
わ
せ
て

40
億
円
に
も
上
っ
て
お
り
、

安
易
な
不
納
欠
損
と
せ
ず

に
、
滞
納
を
誘
発
す
る
よ
う

な
行
政
は
絶
対
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
の
で
、
一
層
の
努

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
戸
田
東
小
学
校
の
単
独

校
調
理
場
の
建
設
で
は
、
設

計
段
階
で
５
３
０
０
万
円
の

コ
ス
ト
低
減
を
図
っ
て
い

る
。
教
育
委
員
会
に
も
経
済

性
を
考
慮
し
た
経
営
感
覚
が

若
干
芽
生
え
て
き
た
こ
と
を

評
価
す
る
も
の
で
す
。

③
笹
目
小
学
校
の
単
独
校

調
理
場
の
建
設
設
計
費
に
つ

い
て
は
、
職
員
活
用
や
設
計

ま
た
、
経
験
豊
富
で
、
質
が

高
く
、
効
果
的
な
授
業
の
展

開
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

⑥
平
成
20
年
度
は
、
生
活

面
で
も
快
適
に
過
ご
せ
る
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
都
市
第
１
位
を
目
指

す
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
配
慮

を
お
願
い
し
、
賛
成
す
る
も

の
で
す
。

施
行
の
手
法
を
使
う
な
ど
、

予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
工

夫
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
ま
す
。

④
保
育
園
の
民
設
民
営
化

は
、
建
設
費
や
人
件
費
で
市

負
担
を
大
き
く
軽
減
で
き
た

も
の
と
評
価
し
ま
す
。

⑤
工
場
の
新
設
・
増
設
、

設
備
投
資
に
か
か
る
固
定
資

産
税
相
当
額
の
補
助
に
つ
い

て
は
、
工
業
振
興
策
と
し
て

評
価
で
き
、
さ
ら
な
る
流
出

防
止
の
政
策
を
期
待
し
ま

す
。⑥

屋
上
緑
化
や
発
電
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
補
助
制
度
の
継

続
は
、
評
価
す
べ
き
点
で
す
。

⑦
競
艇
場
の
自
転
車
置
き

場
に
予
定
し
て
い
る
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
は
、

場
所
的
に
賛
成
し
か
ね
ま

す
。
民
間
用
地
の
借
用
や
等

価
交
換
等
も
含
め
、
再
検
討

す
べ
き
と
申
し
上
げ
て
、
本

案
に
賛
成
し
ま
す
。

事　　　　　項 予　算　額

子
育
て

民間保育所設置事業　

①戸田駅西　②北戸田駅前
245,265千円

病児・病後児保育事業 29,710千円

学童保育室建替・拡充事業
①戸田東小　②美女木小

76,451千円

母子家庭自立支援給付金事業 2,156千円

教
育

学校給食施設整備事業 435,207千円

南部地区中学校校長会学力検査事業 2,310千円

放課後子ども教室事業 12,386千円

福
祉

障害者自立支援事業 66,083千円

後期高齢者医療事業 473,627千円

健康福祉の杜整備事業 16,938千円

保
健

がん検診等事業 98,282千円

特定保健指導事業 2,802千円

妊婦健康管理事業 65,614千円

環
境

フラワーセンター運営事業 14,691千円

戸田南小学校屋上緑化事業 3,644千円

（仮称）４号公園整備事業 56,377千円

事　　　　　項 予　算　額

環
境

後谷公園景観改良事業 49,523千円

温暖化対策支援事業 12,860千円

都
市

基
盤

歩道整備事業（市役所南側～戸一小付近） 123,001千円

さくら川整備事業 126,398千円

新曽中央地区都市整備事業業 48,095千円

  

安
全
・
安
心

耐震補強事業

（小中学校、新曽福祉センター）
666,184千円

消防施設整備事業 128,827千円

防災施設等整備事業 26,020千円

文
化
・

ス
ポ
ー
ツ

市民大学事業 2,883千円

総合型スポーツクラブ設置事業 1,000千円

高校総体ボート競技事業 15,770千円

文化・スポーツ施設整備事業 237,902千円

く
ら
し
・

産
業

コミュニティバス路線見直し調査事業 5,387千円

消費生活対策事業 5,910千円

産業立地推進事業 10,400千円

行
政

運
営

政策研究所運営事業 2,825千円

行政計画策定事業 29,218千円

市議会議員選挙費 84,285千円

平成20年度 一般会計予算の主な事業平成20年度 一般会計予算の主な事業平成20年度 一般会計予算の主な事業
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こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制

度
で
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢

者
は
、
保
険
証
の
取
り
上
げ

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
本
制
度
は
、
保
険
料
の

支
払
い
が
で
き
な
け
れ
ば
、

保
険
証
を
取
り
上
げ
ら
れ
、

資
格
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま

す
。
お
金
の
あ
る
な
し
で
、

命
を
差
別
し
て
扱
う
、
と
ん

で
も
な
い
制
度
で
す
。

高
齢
者
の
暮
ら
し
と
命
を

脅
か
す
制
度
実
施
の
条
例
制

定
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

賛成

志
政
ク
ラ
ブ

浅
井

　隆
夫 

議
員

本
制
度
は
、
医
療
制
度
改

革
に
伴
い
、
20
年
度
か
ら
全

国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
事
業

で
あ
り
、
県
内
の
75
歳
以
上

の
高
齢
者
に
か
か
る
医
療
費

を
も
と
に
、
広
域
連
合
が
県

内
統
一
の
保
険
料
率
を
設
定

日
本
共
産
党

本
田

　
　哲 

議
員

後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例

日
本
共
産
党

望
月

　久
晴 

議
員

市
税
や
国
保
税
の
増
税
で

生
活
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る

中
、
市
税
の
伸
び
が
福
祉
の

向
上
に
使
わ
れ
ず
、
基
金
積

み
立
て
の
大
幅
な
増
額
に
終

わ
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
り

ま
す
。

施
設
整
備
基
金
の
目
的
は

否
定
し
ま
せ
ん
が
、
整
備
計

画
が
で
き
て
い
な
い
段
階
か

ら
、
市
民
の
貴
重
な
税
金
を

10
億
円
も
積
み
立
て
る
こ
と

は
問
題
で
す
。
多
額
な
資
金

を
必
要
と
す
る
も
の
な
ら

ば
、
計
画
内
容
と
資
金
計
画

を
議
会
と
市
民
に
示
し
、
そ

の
合
意
に
基
づ
い
て
基
金
に

積
み
立
て
を
行
う
べ
き
で
あ

り
、
安
易
な
財
政
運
営
に
は

反
対
し
ま
す
。

日
本
共
産
党

望
月

　久
晴 

議
員

①
歳
入
の
繰
越
金
は
、
繰

越
見
込
額
の
50
％
程
度
は
当

初
予
算
に
計
上
し
、
市
民
の

暮
ら
し
や
福
祉
の
向
上
の
た

め
の
予
算
を
組
む
べ
き
で

平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算

日
本
共
産
党

岡
嵜

　郁
子 

議
員

本
案
は
、
国
保
加
入
者
に

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
を
賦

課
す
る
も
の
で
、
一
世
帯
当

た
り
平
均
負
担
額
は
年
１
万

円
余
の
値
上
げ
と
な
り
、
県

内
で
は
税
額
全
体
が
増
税
と

な
ら
な
い
よ
う
調
整
し
た

り
、
税
額
を
引
き
下
げ
た
市

も
あ
り
ま
す
。

せ
め
て
、
こ
れ
以
上
の
値

上
げ
は
し
な
い
で
ほ
し
い
と

の
市
民
の
願
い
に
こ
た
え
、

税
額
全
体
を
据
え
置
く
べ
き

で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
、
本

案
に
反
対
す
る
も
の
で
す
。

し
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。１

市
単
独
で
独
自
の
事

業
を
実
施
す
る
も
の
で
は
な

く
、
条
例
制
定
は
必
要
と
判

断
し
、
賛
成
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

日
本
共
産
党

花
井

　伸
子 

議
員

本
案
は
、
国
の
公
立
保
育

園
運
営
費
、
建
設
補
助
費
の

カ
ッ
ト
に
よ
り
「
官
か
ら
民
」

へ
の
流
れ
へ
と
保
育
の
舵
と

り
を
変
更
し
、
こ
だ
ま
保
育

園
を
廃
園
す
る
も
の
で
す
。

市
は
、
官
と
民
を
比
較
す

る
の
で
は
な
く
、
役
割
を
再

認
識
し
て
、
本
当
に
い
い
保

育
は
何
か
、
互
い
に
切
磋
琢

磨
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
が
長
年
つ
く
り
あ
げ
て

き
た
公
的
保
育
が
失
わ
れ
て

い
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
一

層
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
求
め

て
、
本
案
に
反
対
し
ま
す
。

高
齢
者
医
療
制
度
の
安
定

的
運
営
を
図
る
た
め
、
各
医

療
保
険
者
が
一
斉
に
実
施
す

る
も
の
で
あ
り
、
本
市
の
み

が
実
施
し
な
い
こ
と
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
県
内
40
市
の
税
率

と
比
較
し
て
も
、
所
得
割
額
・

均
等
割
額
と
も
低
い
状
況
で

あ
る
な
ど
、
被
保
険
者
へ
の

負
担
に
配
慮
が
さ
れ
て
お

り
、
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

賛成

志
政
ク
ラ
ブ

浅
井

　隆
夫 

議
員

保
育
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

衆議院議長様 

参議院議長様 

内閣総理大臣様 

総 務 大 臣 様  

法 務 大 臣様 

金融担当大臣様 
　　　・ 
　　　・ 

　今
定
例
会
で
は
、
５
件
の
議
員
提
出

議
案
が
提
出
さ
れ
、
説
明
の
後
、
即
決

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　な
お
、
３
件
の
意
見
書
は
関
係
機
関

に
送
付
し
ま
し
た
。

①
中
小
企
業
底
上
げ
対
策
の
一
層

　強
化
を
求
め
る
意
見
書

②「
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
基
本
法
」（
仮

　称
）
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

③
正
規
雇
用
の
推
進
と
派
遣
労
働

　者
の
処
遇
に
関
す
る
意
見
書

④
戸
田
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交

　付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　正
す
る
条
例

　・
報
酬
の
不
支
給
処
分
を
受
け

た
議
員
は
、
政
務
調
査
費
の
計
算

の
基
礎
と
な
る
会
派
の
所
属
議
員

数
か
ら
除
く
規
定
を
追
加
す
る
。

　・
使
途
の
透
明
化
を
目
的
に
、

収
支
報
告
書
の
提
出
の
際
の
証
拠

書
類
を
「
領
収
書
の
写
し
」
か
ら
「
原

本
」
に
改
め
る
。

⑤
戸
田
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

　部
を
改
正
す
る
条
例

す
。②

総
務
費
の
北
足
立
郡
同

和
対
策
推
進
協
議
会
の
負
担

金
は
、
同
和
に
偏
っ
た
人
権

政
策
は
同
和
問
題
を
固
定
化

し
、
次
代
に
引
き
継
い
で
し

ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

③
児
童
福
祉
費
の
民
間
保

育
所
事
業
で
は
、
県
の
補
助

制
度
が
２
件
縮
小
さ
れ
、
ま

た
、
公
立
保
育
園
を
縮
小
し
、

保
育
事
業
の
多
く
を
民
間
に

担
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
市
は
子
ど
も
の
保
育
に

責
任
を
持
つ
立
場
を
自
覚

し
、
厳
し
い
民
間
保
育
園
の

経
営
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
な
こ
と
は
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

④
公
立
保
育
園
の
給
食
調

理
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、

経
費
削
減
を
最
大
の
目
的
と

し
た
民
間
委
託
化
は
見
直
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

⑤
教
育
費
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
派
遣

事
業
は
、
定
着
率
が
悪
く
、

雇
用
形
態
の
再
検
討
が
望
ま

れ
ま
す
。

⑥
国
保
税
の
値
上
げ
や
敬

老
祝
金
の
削
減
で
財
政
力
を

高
め
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
都

市
の
評
価
で
高
い
ラ
ン
ク
を

得
て
も
意
味
が
な
く
、
財
政

力
を
市
民
の
暮
ら
し
応
援
の

た
め
に
使
う
べ
き
で
す
。

討

　論

討

　論

議
案
審
議
の
最
終
段
階
で
、
賛
成
・
反
対
の
意
見

を
述
べ
る
こ
と
を
「
討
論
」
と
言
い
ま
す
。

今
定
例
会
の
最
終
日
に
は
、
議
案
５
件
に
つ
い
て

討
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
員
提
出
議
案

５
件
を
可
決


